
 

分野別〔栄養と食生活：成人期〕取り組みの整理表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・嫌いなものは作らない、食べない 

・料理をしない、苦手 

・濃い味付けにしがちである 

・時間が無く、朝食を食べられない 

・コンビニなど外食で済ませてしまう 

・子どもが野菜を食べない 

・野菜の保存が難しい 

・後から（大人になって）習慣化するのは難しい 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・野菜を食べない人が 

多い 

 

 

 
 

社会環境 

行政の取り組み 

【現状からみえる課題】 

・野菜が高い 

前提条件 

地域の取り組み 

住民の取り組み 現状 
      

めざす姿 
（大目標） 

【現状からみえる課題】 

健
全
な
食
生
活
で
健
や
か
な
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

・20 歳代から 30 歳代の朝食の

欠食が高く、大学生や社会

人の生活環境が変わる時期

に朝食を食べなくなる 

・朝食を食べない理由として、

時間がないことや食べない

習慣となっていることな

ど、生活習慣の乱れが朝食

の欠食につながっている 

・主食・主菜・副菜を食べる

人が 30 歳代、40 歳代で少な

い 

・野菜摂取については、県と

比較すると、県平均よりも

少なく、摂取目標の 350ｇを

下回っている 

・減塩については、性年齢別

でみると働く世代である 20

歳代から50歳代男性で気を

つけていない人が多く、60

歳代からは気をつける傾向 

・ 

 

【現状からみえる課題】 

 

 

 

 

【今後の取り組み】 

・手軽に野菜をとる方法を提案する 

・レシピの提供 

・コンビニや企業が健康志向の手軽なおかずを 

提供する 

・食改さんの活動を地域に広げていく 

・減塩の方法をもっと啓発していく（乳和食や酢） 

・食改で勉強する 

・味付けは少しずつ薄くしていく 

・親から子へ料理を伝える（教える） 

・子どもの朝食は大人が一緒に食べるようにする 

・食事中に大人が子に声かけをする 

 

【今後の取り組み】 

・土日に（男性）料理教室を開催する 

・食育啓発 

 

 

【今後の取り組み】 

・野菜のおかずを家庭に届ける 

・朝食をとることを習慣化する 

・野菜から食べる（習慣化） 

・野菜をとる意識付けをしていく 

・季節の野菜を食卓に出す 

・生野菜より煮物で量をとる 

・作り置きをしておく 

・冷凍保存を利用する 

・減塩の方法をもっと啓発していく（乳和食や酢） 

・食生活改善推進員の活動で勉強する 

・味付けは少しずつ薄くしていく 

・親から子へ料理を伝える（教える） 

・子どもの朝食は大人が一緒に食べるようにする 

・食事中に大人が子に声かけをする 

 

 

資料４ 



分野別〔栄養と食生活：高齢期〕取り組みの整理表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・料理をするのが面倒 

・外食や弁当で済ませてしまう 

・体力的に料理をするのがつらい 

・生活習慣や食習慣の乱れに気がつくのが遅い 

・歯が弱くなって野菜が食べにくい 

・調味料をたくさん使ってしまう、目分量が多い 

 

 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・1人暮らしになると 

自分のために作ろう 

と思えない 

 
 

社会環境 

行政の取り組み 

【現状からみえる課題】 

前提条件 

地域の取り組み 

住民の取り組み 現状 
      

めざす姿 
（大目標） 

【現状からみえる課題】 

健
全
な
食
生
活
で
健
や
か
な
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

・朝食を食べない理由として、

食べない習慣となっている

ことが朝食の欠食につなが

っている 

 

・野菜摂取については、県と

比較すると、県平均よりも

少なく、摂取目標の 350ｇを

下回っている 

 

・減塩については、年齢別で

みると60歳代からは気をつ

ける傾向 

 

・食育活動の認知度が低い 

 

・ 

 

【現状からみえる課題】 

 

 

 

 

【今後の取り組み】 

・野菜を届け合う地域づくり 

・電子レンジで簡単にできる料理レシピを提案する 

（火を使わない） 

・コンビニでの食品の選び方を知らせる 

・高齢者が食べやすい食品・料理のレシピを提案 

・プランターで野菜作りを簡単に 

 ねぎやかいわれ、豆苗など、水耕栽培をする（再 

 生野菜） 

【今後の取り組み】 

・ 

 

 

【今後の取り組み】 

・コンビニを上手に利用する 

・野菜をドリンク・スムージーにする 

・調理方法を工夫する 

 （小さく切ってよく噛んで食べる） 

・目分量で使っている調味料の正確な量を知る 

・便利な調理グッズを使う 

・孫の世代から食育について伝える 

・プランターで野菜作りを簡単に 

 ねぎやかいわれ、豆苗など、水耕栽培する 

 （再生野菜） 

 

 


